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371.中高年者の機夜中slgAに対する

運動トレーニングの影襲撃
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{目的}中高年者では、感染惑に対する抵抗力の低下が、

生死に関わることも少なくない。最も一般的な感染者2は
上気i霊感染提である。上気選感染症の感染防御には、 iコ
綾内Y議所免疫の中でも、考委液中分説製免疫グ口ブ1)ンA

(sIgA)が重姿な投書qを果たす。縁談中sIgA'ま急性の
高強度運動によ号、一過性に低下することが報告されて

いるが、継続的トレーニングについて被討した俄は少な

い。今問我々は、中高年者の習慣的トレーニングが免疫

機能に与える影響を検討するため、唾j夜中slgAの変動

を級定した。

{方法}対象は、茨城県大洋村の中高年者・ 45名(男性

同名・女性27名;平均年齢64.9ゴニ8.4裁)である。智綴

的トレーニングとして、 1997年 11月より、戦いエアひ

ピクスダンス{ステップエクササイズ 30分等)と筋力

トレーニング(スクワット，チェスト・プレス等)を議

に1協ずつ行い、それを 1年関継続した。トレーニング

開始前・関始半年後・ i年後において、先に我々が報告

した方法を潟い、安喜多持の宅毒液を採取したα 特異的

ELlSAにより唾液中 sIgA濃度を制定し、 i援液分諮速度

(l分間の唾液分絡毅)との壌からsIg八分法、速度 (1分

憾のsIgA分泌議)を算出したo

{患者泉}綾液中sIgA濃度 (/1g/ml)は、 トレニング開

始前と比較し、半年後には上昇額!おjが見られ、 l年後に

は有滋t':.上詳した (pく0.05)<) 1議液分銘主主皮切l!min)

i立、半年後、 l年後とも有意廷は認められなかったもの

の、増加{頃向を赤した。唾液中slgA分溶速度以 g/min)

は、半年後には増加額向が見られ、 I1f:設にはイず窓なj勢

力!lが認められた (pく0.01)。また、半年後・ i年後陣j

Lこも有意楚が見られた (pく0.05)。

{総括}中高年者における習'践的トレーニングは、安

静i時のi援i夜中slgA濃度と sIgA分認、速度を上昇させ、免

疫機能を先進させる可能性が示唆された。
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{目的1J血液‘生化学検査艇にはjJn齢による身体機能
の変化を反映し変化するものがある。1:1:1i高年者における
継続的な泌動トレーニングの効果について血液・生化学

検査{疫を指標として検討した。{方法}茨城強大洋料、詑:

{干の運動?号機のない 45名(男性 18名、年齢 66.3ニヒ 9.3

段、 ki11:27~，、年齢 64.0 ごと 7.9 綴)を対象iこして、 1997
{l三11月から跨(Wlとして滋 21elの:運動教滋を行ったお各

i思に!r強の教箆は持久的トレーニング(ステップエクサ
サイズ 30分間、 HR120!分以下、ボ…ノレ運動 10分fltl)、
もう 1m!の教護は筋力トレ…ニング (30分間、 20RM)

と針転車工ノレゴメ…タ(10分間、 VT強度)を行ったο

トレ…ニング開始前、 4カ丹後、 1年後に単報!安静lJ寺に

来十jlj静脈から採血し、1IIl成算定と血液生化学検査を行っ

た。....-泌総 r~発分散分析で変動が宥窓な場合iと Scheffb's F 

tcstで多議比較し、イ1;窓水準は 5%とした。{結巣13 I留
め採UII.ができた 29名(努性 12名、年齢 69.8土2.7:様、

立役 17名、年齢 63.6ごと8.5緩)について解折したα11J.::'

j視の運動教議参加fm数は男性が持A的 (38.7土 8.8邸入
筋力 (41.5土 14.3@])、女性が持久的 (37.4土 14.1(沼)、

筋力 02.2ごと 12.2倍1)であった。 トレーニングによっ

て、男性ではアルブミン濃度が宥窓iこ織力'flし、クレアチ

ニン濃度が省;窓に減少した。女性ではへそグロピン濃度、

総タンパタ濃度、アルブミン濃度が増加したα:1;(牲のう
ち、開始時のへそグロビン濃度が llgldl宋瀦の 2人を除

外して解訴しでも、赤血球数、ヘモグロピン濃度、ヘマ

トクリット、 lfn.j，t欽が有窓iこ消却した。 白血球数(女子中
球数、リンパ球数)、 J1ft小板数、フェリチン、 OOT、OPT、
ALP， LAP，γGTP， ChE.中性脂肪、総コレステローノレ、
HDLコレスデロ…ノレ、探索議議、原様、 CK、IgG，IgA， IgM 

iこは有ì~:な変動がみられなかった。{考察] j)1I齢iこ伴っ
て、総タンパク濃度、アルブミン濃度、赤島球数、ハモ

グピ1tプン濃度、へマトクラット、血液鉄は減少する α 中

高年者に継続的な運動トレ…ニングをすることによっ

て、これらの検資{症が織力11することがわかった。また、

クレアチニン濃度は)JI1齢に伴って期加し、これは誹被設

の低下によると考えられている。クレアチニン産生抵は

筋肉2誌に比例するため、 トレ…ニングによって筋肉食が
i替えればクレアチニン産生髭が消却すると考えられる。

トレ…ニング i年後iこクレアチニン濃度の減少がみられ

たのは、クレアチニニン1窓生畿の端力IIをえ似るだけの排綾

;誌の増加がおこったことが示唆され、糸球{本ろ過敏の増

加が推定される。中高年者の健藤に対して継続的な運動

トレーニングが好25饗?を与える可能性が示i俊された。
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